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令和２年度  事 業 報 告 

(令和２年４月 1日～令和３年３月 31日) 

 

１ 「想いをつなぐ長岡花火」の打ち上げ  

 

戦後初の中止となった長岡まつり大花火大会にかわり、表記事業を実施した。 

ステイホームの呼びかけなどにより、新型コロナウイルスの感染拡大を防止しながら、「慰霊・復

興・平和」の想いを込めた花火の打ち上げや、感謝とエールの光を灯しながら、市民と一体となって

長岡花火に込められた想いを未来につなぐ事業を展開した。 

 

(1) 実施結果 

８月１日（土） 

・午後１０時３０分 慰霊の花火「白菊」１０号３発 

を打ち上げ。 

 ・ＮＣＴ、ＦＭながおか、長岡花火公式アプリでステイ 

ホームでの参加及び花火打上直前の黙とうを呼びかけ 

た。 

 

８月２日（日）、３日（月） 

・午後７時３０分 「慰霊と平和への祈り」１０号３発、「新型コロナウイルス感染症犠牲者の

慰霊と早期終息を祈願する花火」１０号１発の計４発を打ち上げ。 

 ・午後７時３５分 「感謝とエールの光」を夜空にかざそう 

花火師やコロナウイルス感染症と戦うすべての人へのエールとして、市民とともに、長岡ま

つり大花火大会の終了時のように、スマートフォンや懐中電灯などのライトを夜空にかざした。 

２日（日）は、空撮を実施し、事前準備をしていた水道公園、アオーレ長岡、さいわいプラ

ザ、財団倉庫屋上ほか、一般市民からも参加していただいたことが確認できた。 

・午後７時４５分 「おうち花火」で想いをひとつに 

    線香花火や手持ち花火を家庭で用意してもらい、長岡花火の持つ「慰霊・復興・平和」への

想いを込めて一斉に点火した。 

「＃おうちで長岡花火」でＳＮＳでの拡散を図った。 

・ＮＣＴ、ＦＭながおか、長岡花火公式アプリでステイホームでの参加を呼びかけた。 
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  (2)広報・ＰＲ 

 ポスター・チラシ・動画  

  ・制作：株式会社 goen゜ 

   ＡＤ：森本千絵   Ｄ：荒川友規 

   Ｃ：佐倉康彦    Ｐ：藤井保 

   書楽家：安田有吾  音楽：久石譲 

   スペシャルサンクス：大林宣彦 

・ポスター：公共施設など主要箇所に掲示。 

・チ ラ シ：市内中学生以下に１人１枚配布。 

・動 画：ＳＮＳ発信。 

   越後長岡応援団  

・９名の越後長岡応援団の方 （々沢田知可子さん、中村真衣さん、常盤貴子さん、平原綾香さん、

髙嶋政宏さん、乙武洋匡さん、茂木健一郎さん、西山茉希さん、浅葉克己さん（ＳＮＳ発信順））

から応援メッセージをいただき、ＳＮＳ発信した。 

 

 (3)生中継 

・８月１日 ＮＣＴ、ＦＭながおか 

・８月２日 ＮＨＫ ＢＳプレミアム、ＮＣＴ、ＦＭながおか 

（長岡花火公式 YouTubeチャンネル、ニコニコ動画でも同時配信） 

  ・８月３日 ＮＣＴ、ＦＭながおか 

（長岡花火公式 YouTubeチャンネル、ニコニコ動画でも同時配信） 

慰霊と平和への祈り 
新型コロナウイルス感染症犠牲者 
の慰霊と早期終息を祈願する花火 

感謝とエールの光 おうちで長岡花火 

８月２日と３日の打ち上げには、故大林

宣彦監督への感謝の気持ちを込めさせて

いただいた。 
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(4)協力企業 

・原信、セブン-イレブン、ファミリーマートから本事業内容に賛同いただき、独自企画により、

市内店舗で小学生以下の子どもたちへの線香花火のプレゼントを実施していただいた。 

 

２ 長岡の誇りを伝える活動  

 

   (1) 学校等への訪問活動 

   ① 統一コンテンツの活用 

     ・次世代を担う子どもたちへ、長岡まつりの起源を伝えるとともに、長岡花火に込められた

想いを通して長岡に誇りを持ってもらうため、関係団体と共同で作成した長岡花火アニメ

ーション（かこパッド）を活用し、小中学校への長岡花火普及啓発活動を行った。 

    ・令和２年度財団実績：１０校７４３人 １団体１００人  計８４３人 

・フェニックスボランティア部会：コロナ禍のため中止 

   ② ボランティア活動を通じた人材育成の強化 

    ・フェニックスボランティアを中心に、フェニックス花火の募金や長岡花火の普及・啓発活

動などを通じて、ボランティア人材の育成を行った。 

・フェニックス花火協賛金は次年度へ繰越  

   

 

 

 

 

（旭岡中学校）              （黒条小学校） 

 

   (2) 米百俵未来塾「長岡花火に込められた想いを学ぼう！～長岡の誇りを次世代に～」 

   ・米百俵未来塾の第３回目の講座を担当し、長岡花火の歴史や長岡花火に込められた想いを

学び、実際に長岡花火の花火玉を作成している花火師から花火玉の構造や作り方について

説明を受けた後、花火玉のレプリカの玉貼作業を塾生たちに体験させた。 

令和２年１１月７日(土) 14:00～16:00 

   参加塾生 ３５名（市内の小学４年生～中学３年生） 

長岡花火普及啓発活動の様子 
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米百俵未来塾の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (3) 長岡花火ブランド発信拠点の活用 

    ・アオーレ長岡シアター入口に、「長岡花火情報室」を設置し、花火玉や打上筒の展示を行い、

ＮＰＯ法人ネットワークフェニックスと連携協力しながら、長岡花火の歴史等の普及啓発を

行った。 

・隣接のアオーレシアターで映像コンテンツの上映を行った。 

    ・２０２０年アオーレシアター利用者数 5,552人 

    ・「道の駅ながおか花火館」を新たな長岡発信拠点として位置づけ、ミュージアム内の展示物

やドームシアター映像コンテンツの制作に協力した。 

 

３ 長岡花火ブランドの発信  

 

 (1) 長岡花火打ち上げにかかる事業について 

 ①米百俵フェスティバルでの長岡花火打上事業 

  ・音楽フェスのフィナーレに、米百俵フェスオリジナル超大型スターマイン「輝き」等を打

ち上げ、長岡花火のＰＲを行った。 

  ・長岡花火公式アプリやホームページ、各種ＳＮＳ等のインターネットを通じた広報のほか、

メディアへの出演や各イベント等でのチラシ配布を行った。 

   令和２年１０月１０日(土)～１１日(日) 

   来場者数 １０日３，０００人、１１日４，０００人、 計７，０００人 

 

 ② 長岡花火ウインターファンタジー（４回目） 

・国営越後丘陵公園と連携し、冬季の「長岡花火」の打ち上げを実施した。 

・花火は８演目３０分間。オープニングに新型コロナウィルスの早期終息を願う花火を打上

げ。 

・感染症対策として、社会的距離を考慮し、観覧者数を上限３，０００人とし、新潟県民に

限定した。また、入場前に検温・消毒を徹底し、マスク着用等の感染症防止の注意喚起看

板の設置や警備員の配置を行った。 

・会場外に集まる人を抑制するため、有料のネット生配信（１４８人視聴）を実施した。 

令和２年１２月５日(土) 17:00～17:30 

   観覧者数 ３，０００人 
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③ 長岡雪しか祭り（長岡花火・雪花火） 

  ・実行委員会花火１台、メッセージ花火６台  計７台 

  ・長岡花火公式ＹｏｕＴｕｂｅチャンネルの生配信で約１，３００人視聴 

令和３年２月２０日(土) 18:00～18:20 

観覧者数 ３，０００人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) ホノルルフェスティバルにおける長岡花火の打ち上げ 

     ・令和３年３月１４日（日）のホノルルフェスティバルにおける長岡花火の打ち上げは、

新型コロナウイルス感染拡大の影響で前年同様２年連続の中止となった。 

     

 

 ４ 組織力の強化  

 

(1) 保険加入（事故リスクへの対応）の検討 

     ・役員賠償責任保険団体制度への加入（補償限度額：保険限度額１億円に加え、さらに身体

障害及び財物損壊担保特約を上乗せし、合計１億１，０００万円へ引き上げた。） 

米百俵フェスティバルでの花火打ち上げ 

の様子 

ウインターファンタジーでの花火打ち上げ 

長岡雪しか祭りでの花火打ち上げ 
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  (2) 自主財源の確保、財政負担の軽減 

    ・年間を通して長岡花火を応援する企業団体と「長岡花火オフィシャルパートナー協定」を

締結し、互いに効果を共有できる関係を構築した。（３年目 締結企業：２６社） 

   

 

   (3)組織財務の基礎となる中期経営計画の変更 

・大花火大会の中止に伴い、コロナ禍、人口減少等に対応した中期経営計画への見直しを行っ

た。 

 

５ 理事会の開催  

第 1回 令和２年４月８日（水） 

議題 ・２０２０長岡まつり大花火大会の開催可否に係る方向性について 

 

第２回 令和２年５月１３日（水） 

議題 ・２０１９年度事業報告・計算書類・附属明細書の承認について（書面議決） 

・２０２０年度事業計画の変更及び補正予算について（書面議決） 

・２０２０年度定時評議員会の招集について（書面議決） 
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第３回 令和２年７月２０日（月） 

議題 ・報告事項：８月１日から８月３日の実施内容について 

・報告事項：長岡米百俵フェスについて 

・報告事項：２０２０長岡花火ウインターファンタジーについて 

・報告事項：長岡花火オフィシャルパートナー新規締結について 

   

第４回 令和２年１０月８日（木） 

議題 ・報告事項：「長岡花火の想い 光を灯してつなごう」事業報告について 

・報告事項：長岡米百俵フェスについて 

・報告事項：２０２０長岡花火ウインターファンタジーについて 

・報告事項：２０２１長岡まつり大花火大会開催に向けた検討について 

 

第５回 令和２年１１月３０日（月） 

議題 ・２０２１長岡まつり大花火大会の方針について 

・感染症対策にかかる観覧席の設定について 

・各種感染対策について 

・有料観覧席の価格改定について 

・２０２１長岡まつり大花火大会テーマ及びポスターについて 

・報告事項：米百俵未来塾について 

・報告事項：２０２０長岡花火ウィンターファンタジーについて 

・報告事項：第３６回長岡雪しか祭りにおける長岡花火打ち上げについて 

 

第６回 令和３年１月２６日（火） 

議題 ・２０２１年度事業計画策定方針について 

・報告事項：２０２０長岡花火ウィンターファンタジー事業報告について 

・報告事項：第３６回長岡雪しか祭りにおける長岡花火打ち上げについて 

・報告事項：２０２１年長岡まつり大花火大会テレビ中継について 

 

第７回 令和３年３月３日（水） 

議題 ・理事の辞任に伴う補欠理事の選任候補者の決定について 

・令和２年度補正予算について 

・令和３年度事業計画（案）、予算（案）について 

・令和２年度臨時評議員会の招集について 

・中期経営計画の見直し（案）について 

・報告事項：大花火大会の開催方法についての合同委員会の意見について 

・報告事項：令和３年長岡まつり大花火大会のポスターについて 

・報告事項：長岡花火ローズファンタジー（仮称）について 
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６ 評議員会の開催  

定時評議員会 令和２年５月２８日（木） 

議題 ・２０１９年度計算書類承認について 

   ・報告事項：２０１９年度事業報告について 

 

臨時評議員会 令和３年３月２３日（火） 

議題 ・理事の選任について 

・報告事項：令和２年度補正予算について 

・報告事項：令和３年度事業計画・予算について 
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事業報告の附属明細書 

 

  一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則第３４条第３項に規定する「事業報告の

内容を補足する重要な事項」はありません。 
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